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的誤りや技術的誤りについて書きだすところか
ら始まりますが、反省会を実施しやすくするた
めに、プロジェクトの開始時に、プロジェクト
の「目標」を決めておくと良いでしょう。今回
のプロジェクトで目指すもの、たとえば、ド
キュメントを上手く書くこととか、レビューの
精度を上げること、テストケースを整理するこ
となど、システムを完成させること以外に目指
す「目標」を文書に残しておくことです。こう
することによって、プロジェクトの最後に、そ
の目標を達したかどうか判断し、それを記述す
ることで、反省会の材料になります。
また、「様式」を決めておくのも効果的かも知
れません。
例えば、納期についてはどうであったか、変更
制御は及第点に達したか、外注管理は混乱無く
行なわれたか、など、予め項目を用意しておく
ことで、反省会の材料作りに必要以上の時間を
かけないですむでしょう。そして、できればそ
の目標は「計測できる」形であることです。

　　　　躊躇しないこと

大事なことは、何かをやろうと思った時に、躊
躇無く行動に入れることです。どのような項目
について考えればいいのだろうと迷った瞬間、
行動に「躊躇」が入ってしまいます。何事も
「躊躇」が入り込んでしまえば、行動に移され
ることは難しくなります。反省会も同じです、
いかに躊躇することなく反省会の材料を集める
ことができるかです。たとえば予め反省会の招
集の手続きが決まっていれば、躊躇無く反省会
を実施できるでしょう。

　　　　反省から一歩踏みだす

しかしながら、ここで注意しておかなければな
らないことは、反省だけでは前に進まないとい
うことです。そこから一歩進めて、どうすれば
いいのか、どんなやり方があるのか、を考える
ことが必要になります。この踏み出しが不十分
だと、次回も同じような失敗をしてしまうこと
でしょう。それでも、毎回同じような反省が上
がってくれば、大抵の組織は何とかするもので
す。
　　　　　　　　　　（次号へ続く）

　　―　解　　説　―
私も、３０年近くこの世界に身を置いています
が、プロジェクトの最後にはっきりした形で反
省会や事後検討会が開かれた例を見たことがあ
りません。殆どの場合、プログラムが完成
（？）し、システムが稼働すれば、そこで開発
作業は終わってしまいます。最初の打ち合わせ
のミスから機能の盛り込みに失敗したり、納期
をオーバーしたことなどは、その時点では、
まったく「過去の出来事」のように扱われてし
ま う の で す 。 と い う よ り 、 「 喉 元 過 ぎ れ
ば・・・」に近いかも知れません。時には“思
い出したくもない”という言葉を使って、遮断
してしまうこともあります。
原理１２５というのは＜エラーの原因を分析せ
よ＞というもので、この連載の２回目に掲載し
ました。ここでいう「原因」とは、本当の原因
であって、バグの発症のメカニズムのことでは
ありません。その本当の原因を分析し、次回に
活かさない限り、誤った作業（プロセス）は何
度でも繰り返されることになります。

　　　　過去から学ぶ

私たちは、将来をうまくやっていくためには過
去から学ぶ必要があります。「将来に対する最
上の予見は、過去を省みることである」という
言葉は、「人生」に限ったものではありませ
ん。仕事に於ても、全く同じことが当てはまる
のです。今回の失敗を次回に引きずらないため
にも、今終わったプロジェクトを反省すること
が重要になってきます。しかしながら、多くの
関係者は、そんなことを脇に置いて、私たちコ
ンサルタントや文献、或いは事例に即効性の高
い「抗生物質」を求めるのです。確かに、そこ
には自分たちが「答え」と思えるものはありま
す。でも、その「錠剤」は、自分たちの組織に
は必ずしも効き目をもたらしません。プロセス
のレベルが違っていたり、処方を間違えている
ため、効果を発揮しないのです。
それよりも、今、終わったプロジェクトを反省
し、上手くいかなかったことを文書化し、その
中から取り組めるものを探して取り組む方が早
いのです。つまり、薬を飲むよりも、生活習慣
を変えることです。コンサルタントの意見や文
献に書かれていることは、飽くまでも「モデ
ル」であり「参考」であって、何らかの生活習
慣の変化を伴わなければ、その「錠剤」は効か

ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい１２

　過去を思い出さない人たちには、過去を再体験させる宣告が授けられる。（George
Santayana）
　どのプロジェクトにも問題がある。原理１２５は、技術的な誤りを記録し、分析し、そしてそ
こから学ぶことについて述べたが、この原理は、管理または全般的な技術的誤りについて、同じ
ことを行うことについて述べる。すべてのプロジェクトが終わったときに、プロジェクトの期間
中に起こったすべての問題を分析するために、主なメンバーを２～３日その仕事に割り当てる。
例えば、そこで「我々が統合テスティングに入るのが１０日遅れたが、このことをその時点で顧
客に言うべきであった」、あるいは、「我々は、もっとも基本的な要求さえ知らないうちに、あ
まりにも早く設計を始めてしまった」、あるいは、「部長が悪いときに“昇給停止”の発表をし
てみんなのやる気をなくしてしまった」、といったことが議論される。一般に、この会のアイディ
アは、うまくいあかなかったことのすべてを文書化し、分析し、そしてそれから学ぶことにある。
また、将来このような誤りを防ぐために、あなたが違ったやり方でうまくやれると信じるならば、
それも記録しておくとよい。将来のプロジェクトは、こうしたことから大きな恩恵を受けるだろ
う。　　（２０１の鉄則：原理１７２＜管理の原理＝プロジェクトの事後検討会（または反省会）
を実施せよ＞）

▲７月に入って、タイ・バーツの下落を契機に、フィリッピン・ペソ、マレーシア・ドルなど、

次々と国際金融市場の“売り”の洗礼を浴びている。インドネシアも危険な状態である。通貨不

安は経済の混乱を招き、宗教問題や民族問題に点火しかねない。そうなると二〇世紀の残された

時間の中では、台湾ドルや香港ドルも安心できない。中国政府も冷汗ものだろう。

▲これらの国は、国内経済の立ち上げを急ぐために、９０年の後半に入って積極的に欧米資金の

導入を図ってきた。国内には再投資するだけの原資がないため、税制の優遇とか、土地やの提供、

インフラの優先整備などの優遇策を並べて、外資による投資を誘導してきた。

▲しかしながら、一旦こうした“売り”を浴びると、自国の通貨を買い支えるため、外貨を放出

しなければならず、それがまた外貨不足となり貿易の決済に不安感をあたえ、ますます窮地に陥

ることになる。悪循環である。こうなるとしっかりしたスポンサーを付けるしかない。かってメ

キシコはアメリカの支援を取り付けてようやく危機を乗り切った。

▲だが、アジアはアメリカの自分勝手で強硬な姿勢が気に入らない。そこを察してか、日本政府

は積極的に通貨支援外交を繰り広げている。一時期、わが国はアジアに関してはヨーロッパ勢に

遅れをとったが、今回の「通貨危機」に対する支援を契機に巻き返しを図っている。その背後に

は、アジアにおいて出番を失いかけていた「ＯＤＡ」関連の企業の思惑が見える。

ないのです。改善の手掛かりは、今、終わった
プロジェクトそのものにあるのです。

　　　反省会を実施できない理由

反省会を実施できない一つの理由は、そのよう
な組織では、何を反省すればよいのか分からな
いことです。考えれば分かることですが、もっ
とうまく開発できるようになろうという向上心
がないと、そのような状態に陥りやすいもので
す。受け身のままでは、何を反省すればいいの
か考えられないのです。
もう一つの理由は、作業が遅れたことによっ
て、既に次のプロジェクトの開始時期を過ぎて
おり、「反省会」を催す余裕がないことです。
また、チーム構成によっては、チームのメン
バーも散会している可能性もあります。
いずれにしても、反省会を実施できない「理
由」は、その気になれば幾らでも見付けること
が出来るのです。

　　プロジェクトの目標を決める

反省は、今終えたプロジェクトに対して、管理

アジア通貨アジア通貨れ揺 る
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「
数
字
」
は
、
あ
る
時
点
で
は
、
単
に

「
結
果
」
と
し
て
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な

「
結
果
」
を
得
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
行
動
す
べ
き
な
の
か
、
ど
の
よ

う
な
仕
事
の
仕
方
を
す
べ
き
な
の
か
、
を

考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
広
め
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
敢
え
て
「
数
値

化
」
し
、
そ
れ
を
追
う
と
す
れ
ば
、
ど
れ

だ
け
の
人
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
や
行

動
規
範
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
か
と
い

う
「
普
及
率
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
普
及
さ

せ
る
た
め
の
活
動
に
投
入
し
た
資
源
の

「
比
率
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
■

（２）

限
り
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
行
動
は

同
じ
も
の
に
な
る
危
険
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

そ
れ
に
対
し
て
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」
の
方
は
、
株

主
資
本
に
対
す
る
利
益
率
と
い
う
こ
と

で
、
資
本
の
“
効
率
”
を
問
題
に
す
る
。

必
要
最
小
限
の
資
本
で
、
ど
れ
だ
け
利
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
問
題
に
す

る
。
売
上
額
一
兆
円
の
企
業
と
一
〇
〇
億

円
の
企
業
を
、
売
上
や
利
益
の
「
額
」
に

よ
っ
て
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
主
資
本
に

対
す
る
比
率
と
い
う
尺
度
で
あ
れ
ば
、
資

本
の
規
模
に
関
係
な
く
同
じ
土
俵
で
経
営

の
効
率
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
Ｒ
Ｏ

Ｅ
」
が
株
式
市
場
に
お
け
る
投
資
の
尺
度

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
理
由
が
そ
こ
に
あ

る
。

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
市
場
で
は
、
「
Ｒ
Ｏ

Ｅ
」
が
一
六
％
を
割
り
込
む
と
、
「
不
適

格
」
と
判
断
さ
れ
て
「
売
り
」
の
対
象
に

な
る
と
い
う
。
当
然
、
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」
の
低

い
企
業
は
、
利
益
が
十
分
に
上
が
っ
て
い

な
い
か
ら
配
当
も
期
待
で
き
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
東
京
市
場
の
企
業
の
「
Ｒ
Ｏ

Ｅ
」
の
平
均
は
四
％
前
後
だ
と
い
う
。
こ

の
差
は
、
経
営
能
力
と
言
う
だ
け
で
な

く
、
企
業
文
化
や
税
制
、
あ
る
い
は
会
計

則
に
も
原
因
が
あ
る
の
だ
が
・
・
・

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

わ
が
国
は
、
明
治
以
来
「
世
界
に
通
用
す

る
大
企
業
」
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
。
通
産
省
を
初
め
役
所
は
み
な
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「
大
企
業
」
を
誘
導
し
て
き
た
。
こ
の
姿

勢
こ
そ
が
エ
イ
ズ
に
お
け
る
血
液
製
剤
の

判
断
を
間
違
わ
せ
た
原
因
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
国
に
お
い
て
「
大
企
業
」
と
い

う
の
は
「
資
本
金
」
の
大
き
い
企
業
の
こ

と
で
、
一
〇
〇
年
か
け
て
、
「
大
企
業
」

＝
「
優
良
企
業
」
と
い
う
「
常
識
」
が
作

ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

と
こ
ろ
が
、
時
代
は
変
わ
っ
て
「
優
良
企

業
」
が
資
本
金
で
は
な
く
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」
の

よ
う
な
「
効
率
」
で
測
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
か
っ
て
の
「
優
良

企
業
」
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
二
％
台
、
と
き
に
は

二
％
を
割
り
込
む
と
い
う
数
字
し
か
出
て

こ
な
い
の
で
あ
る
。
エ
ク
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
で
「
分
母
」
を
不
必
要
に
膨
ら
ま
せ

た
た
め
に
、
コ
ス
ト
体
質
が
悪
く
、
資
本

が
効
率
的
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
社
会
に
と
っ
て
も
損
失
で
あ

る
。
「
常
識
」
は
、
そ
の
背
景
が
成
立
し

て
い
る
間
だ
け
し
か
「
常
識
」
と
し
て
通

用
し
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

来
年
四
月
に
「
外
為
法
」
が
改
正
さ
れ
れ

ば
、
直
接
に
外
国
資
金
が
日
本
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
入
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ

の
と
き
、
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」
の
よ
う
な
効
率
を

表
す
尺
度
が
投
資
の
判
断
尺
度
と
し
て
使

わ
れ
る
。
最
初
か
ら
一
六
％
と
い
う
数
字

が
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
お
い
て
適
用
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
、
三
％
未
満
の
株
が
投
資
の
対
象
に
な

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
「
Ｒ

Ｏ
Ｅ
」
を
今
後
の
経
営
目
標
に
上
げ
る
背

景
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

た
だ
一
つ
大
き
な
問
題
は
、
経
営
目
標
が

「
売
上
」
や
「
利
益
」
か
ら
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」

に
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
わ
が
国
で
は
相

変
わ
ら
ず
「
数
字
」
が
目
標
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ラ
ン
の
言
葉
は
辛
辣
で
あ
る
。
本
題

に
ず
ば
り
入
っ
て
く
る
。
こ
の
点
ア
ミ

エ
ル
と
は
大
分
趣
を
事
に
す
る
。
だ

が
時
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
ア
ラ
ン
の

言
葉
は
背
筋
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
。

戦
後
五
〇
年
を
過
ぎ
て
、
こ
の
国
は

明
ら
か
に
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
自

己
責
任
で
バ
ブ
ル
の
精
算
が
出
来

ず
、
嘘
で
固
ま
っ
た
金
融
界
は
、
こ

の
国
に
お
け
る
本
来
の
役
割
を
果
た

せ
ず
に
、
景
気
回
復
の
足
を
引
っ
ぱ

り
続
け
て
い
る
。
兵
庫
銀
行
の
処
置

に
関
連
し
て
、
大
蔵
大
臣
は
「
こ
れ

で
峠
を
越
え
た
」
と
い
っ
た
が
、
こ

れ
を
信
じ
て
い
る
人
は
誰
も
い
な

い
。
恐
ら
く
大
臣
本
人
も
分
か
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
ら
空
し
い
。
事
実
を

隠
し
続
け
る
か
ぎ
り
“
蛙
の
顔
”
で
通

す
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
た
な
い
人
々
に
、

益
々
不
安
を
蔓
延
さ
せ
る
だ
け
だ
。
不
安

は
前
向
き
の
力
に
は
な
ら
な
い
。

今
、
こ
の
国
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
上
手
く
い
っ
た
戦
後
の
ル
ー

ル
が
、
こ
こ
へ
き
て
行
き
詰
ま
り
を

見
せ
て
い
る
。
銀
行
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
公
共
事
業
を
含
め
た
予
算
の

在
り
方
や
官
僚
機
構
の
在
り
方
、
国

と
地
方
の
関
係
、
学
校
の
意
義
や
在

り
方
、
個
人
の
選
択
肢
の
問
題
や
社

会
へ
の
関
わ
り
方
、
そ
し
て
家
庭
の

在
り
方
と
い
っ
た
こ
と
が
、
芋
づ
る

式
に
金
属
疲
労
を
起
こ
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
考
え
る
力
を
失
っ
た
国

民
は
方
向
を
見
失
っ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
向
こ
う
に
居
て
、
民
主

主
義
を
床
の
間
の
飾
り
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
人
た
ち
に
、
こ
の
事
態
の
先
が
見
え

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
数
字
の
目
標
は
分
か
り
や
す

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は

「
手
段
を
選
ば
な
い
」
こ
と
に
な
り
易

い
。
目
標
や
目
的
が
手
段
を
正
当
化
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
最
近
で
も
野
村
証
券

や
味
の
素
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
企
業
の
倫

理
が
問
題
に
な
る
事
件
が
摘
発
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
、
そ
こ
に
「
目

的
が
手
段
を
正
当
化
す
る
文
化
」
が
存
在

す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
目
標
が
「
売
上
」
や
「
利
益
」
か
ら

「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」
な
ど
に
変
わ
っ
て
も
、
そ
こ

に
あ
る
「
文
化
」
が
同
じ
で
、
そ
こ
に
居

る
人
た
ち
の
発
想
が
変
わ
ら
な
い
の
な

ら
、
同
じ
問
題
が
起
き
る
。

決
算
後
の
株
主
総
会
を
終

え
て
新
年
度
の
経
営
目
標

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
相

変
わ
ら
ず
、
売
上
高
や
営

業
利
益
を
目
標
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
だ

が
、
時
代
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
に
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
株
主

資
本
利
益
率
）
」
を
揚
げ

る
企
業
が
増
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
度
は

猫
も
杓
子
も
「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
」

を
口
に
す
る
。
い
つ
も
の

「
横
並
び
」
で
あ
る
。

か
っ
て
、
バ
ブ
ル
の
時
代

に
「
売
上
至
上
主
義
」
と

い
う
も
の
が
企
業
の
経
営

を
歪
め
る
と
し
て
問
題
に

な
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
代

わ
っ
て
出
て
き
た
の
が

「
利
益
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
◆
　
◇

だ
が
、
売
上
が
上
あ
っ
て
も
利
益
が
伴
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
“
実
り
無
き
繁
忙
”
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
企
業
の
存
在
理
由
が

疑
わ
れ
る
し
、
そ
こ
で
働
く
人
も
満
た
さ

れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
売
上
」
か

ら
「
利
益
」
に
旗
印
を
変
え
る
こ
と
は
意

味
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ス
ト
を

無
視
し
た
経
営
を
や
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、

目
標
の
「
利
益
」
を
達
成
し
よ
う
と
す
れ

ば
「
売
上
」
を
増
や
す
し
か
な
い
。
つ
ま

り
、
「
売
上
」
で
あ
ろ
う
と
「
利
益
」
で

あ
ろ
う
と
、
そ
の
「
額
を
目
標
」
に
す
る

経営目標・・・

　「数値目標」 の落とし穴

今月の一言今月の一言

「
我
々
は
し
っ
か
り
と
し
た
中
核
的
思
想
を
持
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
っ
て
、
正
し
く
こ
の
時
局
を
懐
疑

し
、
漫
然
た
る
不
安
で
あ
る
と
か
、
何
に
も
な
ら
な
い
漫
談

に
時
を
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
」
　
　
　
　
ア
ラ
ン


